
  

おかゆ・野菜・豆腐などのペーストが上手に食べられるようになってきたら次のステップに移行しましょう♪ 

この時期のポイントは食べ物を上あごと舌で押しつぶして食べるようになること。 

水分を減らしたペースト状から少しずつ、粒状が混じったものにしていき、モグモグの練習をしていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊舌でつぶせる固さ（豆腐くらい） 

＊口の中でバラバラになると食べにくいので野菜や肉・魚は刻むだけ、ほぐすだけでなく、 

とろみを付けると口の中でまとまり食べやすくなります 

栄養士からの離乳食アドバイス  〈中期編 7～8か月ごろ〉 

 

 

 

固さの目安 

 

口の動き 

 

姿勢 

 

＊上下唇がしっかり閉じてうすく見える 

＊左右の口角が同時に伸縮する 

＊１人座りができるように 

なったら椅子に座らせま

しょう 

＊足の裏が床やステップに

ペタッとつくようにしま

しょう 

 

食材の幅が広がり、少しずつ食べる量も増えてきますが、 

まだまだ栄養の中心は母乳やミルクです。食後は欲しがるだけ飲ませてあげま 

しょう。食事量が少なくても体重が順調に増えていたら大丈夫！「美味しいね♪」 

「次はにんじんだよ」などと声かけをして、楽しい雰囲気で進めていきましょう。 

※胎児期に蓄えていた鉄分が不足してくる時期です。母乳に不足しがちな鉄分やビタミン D を含む食材を

離乳食に取り入れましょう。鉄分を多く含むもの：赤身の肉・魚、レバー、緑黄色野菜など 

ビタミン Dを多く含むもの：魚、卵黄、きのこ（9か月以降）など 

栄養について 

 

離乳食 

20～30％ 

 

 種類が豊富なベビーフードはメニューの参考にしたり、 

外出先でも衛生的に安心なのでお母さんたちの強い味 

方です。また、だしやスープ、とろみのもとやホワイトソー 

スなど離乳食づくりに便利なものもあるので、上手に 

活用しながら楽しく離乳食を進めましょう。 

ベビーフード使用時の注意点 

※大人の方が味見をしてから、お子さんに与え

ましょう 

※全体的に軟らかめに仕上げられています。 

手作りの離乳食と組み合わせるなどして  

モグモグする練習もしていきましょう 

ベビーフードについて 

 

【とろみ剤】 

魚や肉などのパサ
つきやすいもの、
みじん切りした野
菜などのとろみ付
けに便利 

【レトルト】 

種類が豊富 

形状の確認やメ
ニューの参考に
もできます 

【ビン詰め】 

開けてすぐ食べ
ら れ る の で 、  
外出時にも使い
やすい 

母乳・ミルク 

70～80％ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取り分けメニュー 


